名詞・形容動詞周辺の漢語における統語的・意味的性質 : 「最‐」の形をとる語について by 町田 亙 & マチダ ワタル
名
詞
・
形
容
動
詞
周
辺
の
漢
語
に
お
け
る
統
語
的
・
意
味
的
性
質
―
―
「
最‐
」
の
形
を
と
る
語
に
つ
い
て
町
田
亙
キ
ー
ワ
ー
ド
形
容
動
詞
、
ナ
形
容
詞
、
第
三
形
容
詞
、
ノ
形
容
詞
、
名
詞
、
副
詞
、
品
詞
性
、
統
語
論
、
意
味
論
、
漢
語
、
最
高
、
最
低
、
最
悪
１
．
語
の
統
語
的
な
ふ
る
ま
い
日
本
語
の
語
彙
に
は
、典
型
的
な
品
詞
の
統
語
的
特
徴
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
複
数
の
品
詞
の
特
徴
を
持
つ
も
の
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
相
当
（
だ
）」
と
い
う
語
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
①
・
決
断
す
る
に
は
、
相
当
な
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
②
・
事
件
を
知
っ
た
だ
け
で
も
相
当
の
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ろ
う
と
同
情
し
て
い
た
ん
で
す
③
・
彼
女
が
本
格
的
に
仕
事
に
つ
く
の
は
、
相
当
、
先
の
こ
と
に
な
る
、
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
・
マ
フ
ィ
ア
の
友
情
は
日
本
人
の
義
理
に
相
当
す
る
と
ル
イ
ス
は
説
明
し
て
い
る
。
①
の
例
で
は
、「
相
当
な
（
覚
悟
）」
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
（
ナ
形
容
詞
）
の
形
を
と
り
、
②
の
例
で
は
「
相
当
の
（
シ
ョ
ッ
ク
）」
と
一
般
的
に
は
名
詞
と
さ
れ
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
③
で
は
「
相
当
（
、
先
の
こ
と
に
な
る
）」
と
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、④
で
は
「（
義
理
に
）
相
当
す
る
」
と
動
詞
の
形
を
と
っ
て
い
る
（
④
は
意
味
内
容
と
し
て
も
他
と
は
異
な
る
）。
こ
の
よ
う
に
単
純
に
「
名
詞
で
あ
る
」「
形
容
動
詞
で
あ
る
」
と
は
言
い
表
わ
し
に
く
い
語
は
少
な
く
な
い
。
松
本
悠
哉（
１
）氏は
、
こ
の
よ
う
な
用
法
は
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
例
外
的
な
用
法
と
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
。漢
語
に
お
い
て
は
、
こ
の
多
品
詞
性
が
よ
り
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
村
木
新
次（
２
）郎氏
や
、
野
村
雅（
３
）昭氏
は
、
漢
語
全
体
に
つ
い
て
、
そ
の
品
詞
性
を
体
系
的
に
述
べ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
１０
語
程
度
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
の
語
に
つ
い
て
、
詳
細
に
考
察
を
加
え
た
い
。
漢
語
の
統
語
的
ふ
る
ま
い
は
、
そ
の
最
後
に
位
置
す
る
漢
字
（
接
尾
辞
）
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
「‐
性
」「‐
的
」「‐
化
」
等
で
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あ
る
（
接
尾
辞
は
二
字
以
上
の
場
合
も
あ
る
）。「
可
能
性
」「
関
係
性
」「
方
向
性
」
な
ど
「‐
性
」
の
形
を
と
る
も
の
は
、
格
助
詞
「
が
」「
を
」
等
が
後
接
し
、
文
の
主
語
・
補
語
と
な
る
名
詞
に
な
る
。「
具
体
的
」「
一
般
的
」
「
伝
統
的
」
等
「‐
的
」
と
な
る
も
の
は
「‐
な
」「‐
に
」
等
の
形
を
と
っ
て
形
容
動
詞
と
な
る
。
ま
た
、「
合
理
化
」「
国
際
化
」「
多
様
化
」
等
の
「‐
化
」
と
な
る
も
の
は
名
詞
的
な
ふ
る
ま
い
の
他
に
、「‐
す
る
」
の
形
を
と
っ
て
動
詞
と
な
る
。
一
方
、
先
頭
に
同
じ
漢
字
（
接
頭
辞
）
を
も
つ
語
は
、
そ
の
統
語
的
ふ
る
ま
い
は
単
一
で
は
な
く
、
広
い
幅
を
持
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
よ
う
な
語
に
つ
い
て
、
コ
ー
パ
ス
を
用
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
統
語
的
性
質
、
特
に
典
型
的
な
性
質
に
収
ま
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
た
い
。
２
．
コ
ー
パ
ス
に
よ
る
調
査
と
分
析
２
．
１
．
調
査
対
象
と
す
る
語
、
お
よ
び
使
用
す
る
コ
ー
パ
ス
今
回
対
象
と
す
る
の
は
、「
最
高
」「
最
悪
」
の
よ
う
に
「
最
」
を
接
頭
辞
と
す
る
以
下
の
漢
語
で
あ
る
。
同
形
式
の
対
義
語
が
あ
る
も
の
と
し
た
。
最
高
、
最
低
最
大
、
最
小
最
新
、
最
古
最
強
、
最
弱
最
長
、
最
短
最
良
、
最
善
、
最
悪
例
え
ば
「
最
高
」
は
語
の
意
味
内
容
と
し
て
は
「
最
も
高
い
」
と
い
う
意
味
を
表
す
こ
と
に
な
る
が
、
国
語
辞
書
で
は
、
形
容
動
詞
的
な
用
法
も
有
す
る
名
詞
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ（
４
）ス
（
以
降
、
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
と
す
る
）
で
は
、「
名
詞‐
普
通
名
詞‐
形
状
詞
可
能
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
語
形
成
と
語
の
統
語
的
ふ
る
ま
い
と
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
語
は
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
で
す
べ
て
が
同
一
の
品
詞
に
分
類
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
対
義
語
同
士
で
も
異
な
る
品
詞
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か
、
調
査
に
よ
り
明
確
に
し
た
い
。
〔
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
で
「
名
詞‐
普
通
名
詞‐
形
状
詞
可
能
」
と
さ
れ
る
も
の
〕
最
高
、
最
低
、
最
弱
、
最
悪
〔
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
で
「
名
詞‐
普
通
名
詞‐
一
般
」
と
さ
れ
る
も
の
〕
最
大
、
最
小
、
最
新
、
最
古
、
最
強
、
最
長
、
最
短
、
最
良
、
最
善
国
語
辞
書
で
は
「
名
・
形
動
」
の
よ
う
に
名
詞
と
形
容
動
詞
の
特
徴
を
兼
ね
る
品
詞
表
示
が
行
わ
れ
て
お
り
、『
大
辞
林
』
第
三（
５
）版で
は
、「
最
高
」「
最
低
」「
最
悪
」
は
「
名
・
形
動
」
と
さ
れ
て
い
る
。
村（
６
）木氏
は
、
従
来
名
詞
と
さ
れ
て
い
た
も
の
に
、「
抜
群‐
の
」「
真
紅‐
の
」
と
い
っ
た
「
ノ
形
容
詞
」
あ
る
い
は
「
第
三
形
容
詞
」
と
呼
ん
で
よ
い
タ
イ
プ
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
と
し
、
そ
の
特
徴
と
し
て
次
の
五
つ
を
示
し
て
い
る
。
①
主
語
・
補
語
に
な
ら
な
い
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②
連
体
修
飾
を
受
け
な
い
③
後
続
の
名
詞
を
属
性
規
定
す
る
④
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
⑤
後
続
の
動
詞
（
と
き
に
形
容
詞
）
を
修
飾
す
る
修
飾
成
分
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
①
と
②
は
、
こ
れ
ら
が
名
詞
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
③
④
⑤
は
形
容
詞
の
特
徴
で
あ
る
（
た
だ
し
、
形
容
詞
に
属
す
る
す
べ
て
の
単
語
が
、
３
つ
の
特
徴
を
そ
な
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）。」
と
述
べ
て
、
そ
の
統
語
論
的
・
意
味
論
的
特
徴
か
ら
名
詞
で
は
な
く
、
形
容
詞
と
み
な
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
な
お
、
古
典
文
法
で
は
、
こ
の
よ
う
に
連
体
修
飾
の
形
と
し
て
「‐
の
」
と
い
う
形
を
形
容
動
詞
が
と
る
こ
と
を
、従
来
か
ら
一
般
的
に
認
め
て
い（
７
）る。
こ
こ
で
、
第
三
形
容
詞
も
含
め
た
、
各
品
詞
の
形
式
を
、
典
型
的
な
例
を
用
い
て
確
認
し
て
お
こ（
８
）う（
名
詞
と
形
容
動
詞
を
並
べ
て
比
較
す
る
た
め
、
活
用
語
尾
や
接
辞
等
の
区
別
を
し
て
い
な
い
）。
連
用
（
／
中
止
）
・
連
体
・
述
定
動
詞
…
読
ん
で
／
読
み
・
読
む
・
読
む
形
容
詞
…
高
く
／
高
く
て
・
高
い
・
高
い
形
容
動
詞
…
静
か
に
／
静
か
で
・
静
か
な
・
静
か
だ
第
三
形
容
詞
…
抜
群
に
／
抜
群
で
・
抜
群
の
・
抜
群
だ
名
詞
…
雨
で
・
雨
の
・
雨
だ
副
詞
…
必
ず
・
―
・
―
こ
れ
ら
は
そ
の
品
詞
の
典
型
的
な
形
式
で
あ
っ
て
、
語
に
よ
っ
て
は
「
相
当
」
の
よ
う
に
、
一
つ
の
品
詞
の
形
式
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
数
の
品
詞
に
ま
た
が
っ
た
形
式
を
と
る
も
の
も
あ
る
。
次
節
以
降
、「
最
高
な
」「
最
悪
な
」
あ
る
い
は
「
最
高
の
」「
最
悪
の
」
の
よ
う
に
同
じ
形
式
ご
と
に
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
の
用
例
を
挙
げ
、
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
２
．
２
．
形
容
詞
（
形
容
動
詞
）
と
し
て
の
用
法
こ
こ
で
は
形
容
詞
（
形
容
動
詞
）
の
形
式
と
し
て
「‐
な
」「‐
に
」
の
形
を
と
る
場
合
を
み
て
い
く
。「
温
暖
な
」
の
よ
う
な
形
容
動
詞
（
ナ
形
容
詞
）
は
、「
あ
た
た
か
い
」
の
よ
う
な
狭
義
の
形
容
詞
（
イ
形
容
詞
）
と
統
語
的
・
意
味
的
に
は
共
通
す
る
た
め
、
ど
ち
ら
も
広
く
形
容
詞
の
く
く
り
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
極
寒
の
」
の
よ
う
な
「‐
の
」
の
形
も
同
様
の
統
語
的
・
意
味
的
特
徴
を
も
つ
た
め
同
じ
く
く
り
に
入
れ
、
こ
う
し
た
語
を
名
詞
＋
格
助
詞
「
の
」
で
は
な
く
、
形
容
詞
（
ノ
形
容
詞
、
第
三
形
容
詞
）
と
し
て
扱
う
。
「‐
な
」
形
式
「‐
な
」
の
形
で
連
体
修
飾
す
る
の
は
典
型
的
な
形
容
動
詞
の
用
法
で
あ
る
。な
お
、「‐
な
の
で
」「‐
な
の
だ
（
な
ん
だ
）」
等
の
用
例
は
、
典
型
的
な
名
詞
に
お
い
て
も
同
様
の
形
を
と
る
の
で
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
ま
た
、
「
世
界
最
高
」「
史
上
最
弱
」
の
よ
う
な
例
に
お
け
る
「
最
高
」「
最
弱
」
は
単
語
と
い
う
よ
り
、
複
合
語
の
語
基
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
論
で
は
そ
れ
ら
を
「
最
高
」「
最
弱
」
の
用
例
と
し
て
は
数
え
な
い
こ
と
と
し
た
。
今
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回
調
査
し
た
語
の
中
で
は
、
複
合
語
で
用
い
ら
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
語
も
あ
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た
語
の
う
ち
、「‐
な
」
の
形
で
連
体
修
飾
す
る
用
法
（
以
降
「‐
な
」
形
式
と
す
る
）
の
例
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
最
古
」「
最
弱
」「
最
長
」
で
あ
っ
た
。
用
例
の
み
ら
れ
た
他
の
語
も
用
例
数
が
１
や
２
と
い
っ
た
少
数
の
語
が
多
く
、
後
に
み
る
よ
う
な
「‐
の
」
の
形
と
比
べ
る
と
使
用
頻
度
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
、
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
の
用
例
の
一
部
を
挙
げ
る
。
な
お
、
一
文
す
べ
て
で
は
な
く
、
前
後
を
省
略
し
た
場
合
も
あ
る
。
「
最
高
な
」「
最
低
な
」
・
言
葉
に
表
現
出
来
な
い
け
ど
凄
く
最
高
な
感
じ
。
・
平
気
で
人
の
心
を
傷
つ
け
、
何
に
対
し
て
も
優
し
く
な
れ
な
い
、
嫌
味
で
最
低
な
人
間
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
最
大
な
」「
最
小
な
」
・
要
介
護
老
人
の
基
礎
疾
患
と
し
て
最
大
な
疾
患
は
脳
血
管
障
害
で
あ
る
．
・
料
金
規
制
を
最
小
な
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。
「
最
強
な
」
・
こ
れ
ら
が
合
体
さ
せ
た
ら
最
強
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
「
最
短
な
」
・
都
市
ｔ
ｊ
か
ら
都
市
ｔ
ｉ
に
行
く
道
の
中
で
最
短
な
も
の
の
長
さ
「
最
良
な
」「
最
善
な
」「
最
悪
な
」
・
内
装
も
木
目
調
の
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で
、
入
院
患
者
の
療
養
に
最
良
な
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
・
真
実
の
瞬
間
を
最
善
な
も
の
に
す
る
に
は
・
電
話
事
情
の
最
悪
な
テ
ヘ
ラ
ン
支
局
で
、
日
本
に
繫
が
ら
ず
じ
り
じ
り
と
し
た
思
い
に
か
ら
れ
る
時
い
ず
れ
の
例
も
、
後
続
の
体
言
の
属
性
を
示
す
連
体
修
飾
で
あ
る
が
、
人
に
よ
っ
て
は
、
や
や
こ
な
れ
な
い
印
象
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
感
覚
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、い
ず
れ
に
せ
よ
「‐
な
」
の
代
わ
り
に
「‐
の
」
の
形
を
と
れ
ば
自
然
で
あ
る
と
感
じ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
調
査
に
限
っ
て
い
え
ば
、「
最
高
な
」「
最
低
な
」
「
最
悪
な
」
の
用
例
数
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
、こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
用
法
と
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
は
意
味
的
に
「
最
高
の
」「
最
低
の
」「
最
悪
の
」
と
は
微
妙
に
異
な
り
、「‐
な
」
形
式
の
ほ
う
が
、
よ
り
感
情
的
・
評
価
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
場
合
が
あ
る
。
「‐
の
」
形
式
前
述
の
よ
う
に
、
連
体
修
飾
の
際
に
「
最
高
の
」
の
よ
う
な
「‐
の
」
の
形
を
と
る
場
合
、
従
来
、
名
詞
＋
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
後
続
の
体
言
の
属
性
を
示
す
場
合
は
、
形
容
動
詞
や
形
容
詞
が
体
言
を
修
飾
す
る
場
合
と
統
語
的
・
意
味
的
に
共
通
し
て
い
る
た
め
、
形
容
詞
（
ノ
形
容
詞
）
と
し
て
、
こ
の
節
で
扱
う
。
今
回
調
査
対
象
と
し
た
も
の
の
中
で
は
「
最
弱
」
に
は
こ
の
よ
う
な
用
例
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
語
で
、
用
例
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、「
最
弱
」
も
「
過
去
最
弱
の
チ
ー
ム
」
の
よ
う
に
複
合
語
の
形
で
は
用
例
が
み
ら
れ
た
。
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「
最
高
の
」「
最
低
の
」
・
そ
ん
な
最
高
の
一
日
を
、
東
京
が
誇
る
最
高
の
ホ
テ
ル
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
・
そ
ん
な
最
低
の
生
活
の
中
で
も
、
私
は
あ
る
日
を
境
に
「
最
大
の
」「
最
小
の
」
・
北
半
球
で
最
大
の
祭
典
に
育
て
上
げ
た
い
と
い
う
希
望
で
す
。
・
適
切
な
場
所
へ
適
切
な
時
に
望
ま
し
い
状
態
で
最
小
の
費
用
で
届
け
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
「
最
新
の
」「
最
古
の
」
・
常
に
最
新
の
デ
ー
タ
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
・
ハ
ー
ブ
療
法
は
、
最
古
の
治
療
法
で
あ
る
。
「
最
強
の
」
・
生
物
と
し
て
の
人
間
は
け
っ
し
て
最
強
の
動
物
で
は
な
い
。
「
最
長
の
」「
最
短
の
」
・
国
家
元
首
と
し
て
最
長
の
在
位
期
間
を
維
持
し
て
い
た
。
・
つ
ね
づ
ね
ワ
タ
シ
が
最
短
の
道
だ
と
考
え
て
い
る
の
は
「
最
良
の
」「
最
善
の
」「
最
悪
の
」
・
強
い
株
に
育
て
て
い
く
の
が
最
良
の
方
法
で
す
。
・
そ
れ
は
弟
が
最
善
の
努
力
を
つ
く
し
た
上
で
の
結
果
論
で
あ
り
・
米
ソ
間
で
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
最
悪
の
事
態
は
ま
ぬ
が
れ
た
。
・
私
は
か
つ
て
受
け
も
っ
た
中
で
最
悪
の
学
力
の
学
生
で
あ
っ
た
そ
う
だ
「
最
悪
の
」
は
、「
最
悪
の
事
態
」「
最
悪
の
場
合
」
の
よ
う
な
状
況
を
示
す
語
が
続
く
こ
と
が
多
い
。
「
悪
性
」
の
よ
う
な
従
来
名
詞
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
語
で
状
態
性
の
意
味
を
強
く
有
す
る
語
は
、「‐
の
」
形
式
だ
け
で
な
く
、「
悪
性
な
」
の
よ
う
に
「‐
な
」
形
式
を
と
る
よ
う
に
な
る
傾
向
が
あ
る
と
い（
９
）う。
・
今
回
で
４
枚
目
と
な
る
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
夏
の
砂
浜
、
夏
の
夜
に
最
高
な
一
枚
。
こ
の
「
夏
の
夜
に
最
高
」
は
、
統
語
的
に
は
「
夏
の
夜
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
同
様
に
補
充
格
を
も
つ
用
法
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
然
、
名
詞
で
は
な
く
形
容
詞
（
形
容
動
詞
）
の
統
語
的
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
例
を
仮
に
「‐
の
」
形
式
に
し
て
「
夏
の
夜
に
最
高
の
一
枚
」
と
し
て
も
、
同
様
の
意
味
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
う
し
た
状
態
性
の
意
味
を
強
く
有
す
る
「‐
の
」
形
式
は
形
容
詞
の
一
類
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
・
若
手
を
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
す
る
の
に
最
高
の
場
な
の
に
こ
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
す
る
の
に
最
高
の
場
」
が
、
そ
の
補
充
格
を
も
つ
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「‐
の
」
形
式
と
「‐
な
」
形
式
は
、
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、「‐
な
」
形
式
の
ほ
う
が
感
情
的
・
評
価
的
な
意
味
合
い
が
強
い
場
合
が
あ
る
。
・
日
本
は
建
物
も
き
れ
い
で
人
は
親
切
で
最
高
な
所
ば
か
り
ね
。
・
こ
ん
な
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
最
低
な
こ
と
は
経
験
し
た
こ
と
が
ね
え
。
・
最
悪
な
こ
と
に
、
彼
ら
は
要
求
を
尊
重
し
な
い
者
の
子
ど
も
に
対
し
て
復
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讐
す
る
の
だ
こ
れ
ら
の
「‐
な
」
形
式
の
例
で
は
、
仮
に
「‐
の
」
形
式
に
し
た
場
合
と
比
べ
、
表
出
者
（
話
し
手
）
の
感
情
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
最
悪
な
こ
と
に
」
は
「
最
悪
の
こ
と
に
」
の
形
を
と
る
と
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「‐
こ
と
に
」
は
、「
嬉
し
い
こ
と
に
」「
残
念
な
こ
と
に
」「
不
思
議
な
こ
と
に
」
等
、
そ
の
文
の
表
出
者
に
よ
る
評
価
を
表
す
よ
う
な
語
に
後
接
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
場
合
の
「
最
悪
な
」
が
評
価
的
な
意
味
を
強
く
も
つ
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「‐
に
」
形
式
形
容
動
詞
は
「‐
に
」
の
形
を
と
り
、
連
用
修
飾
す
る
（
以
降
「‐
に
」
形
式
と
す
る
）。
た
だ
、
形
だ
け
を
見
た
場
合
、「‐
に
な
る
」「‐
に
変
わ
る
」
の
よ
う
に
変
化
を
表
す
場
合
は
、「
学
生
に
な
る
」
の
よ
う
な
名
詞
＋
助
詞
「
に
」
と
形
態
は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
の
よ
う
な
例
は
扱
わ
な
い
。
今
回
の
調
査
で
「‐
に
」
形
式
の
用
例
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
最
新
」「
最
古
」「
最
弱
」「
最
長
」「
最
短
」
で
あ
っ
た
。
「
最
高
に
」「
最
低
に
」
・
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
た
の
が
最
高
に
う
れ
し
い
で
す
。
・
試
合
自
体
は
最
低
に
お
も
し
ろ
く
な
い
で
す
け
ど
ね
「
最
大
に
」「
最
小
に
」
・
米
の
旨
味
を
最
大
に
引
き
出
す
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
五
百
万
石
や
ア
ケ
ボ
ノ
を
原
料
米
に
用
い
て
い
る
・
彼
の
呼
吸
は
最
小
に
抑
え
ら
れ
瞬
き
も
右
目
と
左
目
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
最
小
限
に
行
っ
て
い
た
。
「
最
強
に
」
・
そ
こ
で
友
達
の
家
と
か
遊
び
に
行
く
と
家
が
大
き
く
て
部
屋
も
最
強
に
広
い
で
す
。
「
最
良
に
」「
最
悪
に
」
・
土
地
は
、
い
ま
や
資
源
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
良
に
利
用
す
る
人
々
の
手
に
渡
る
べ
き
だ
。
・
仕
事
で
も
今
最
悪
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
て
、
そ
れ
を
わ
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
…
…
「
最
高
に
」「
最
低
に
」「
最
強
に
」「
最
悪
に
」
は
、
ほ
と
ん
ど
「
非
常
に
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
み
ら
れ
た
。
「
最
小
に
」
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、
後
続
の
動
詞
が
「
最
小
に
な
る
」
「
最
小
に
す
る
」
以
外
で
「
最
小
に
抑
え
る
」
の
「
抑
え
る
」
の
み
で
あ
っ
た
。
２
．
３
．
名
詞
と
し
て
の
用
法
名
詞
の
統
語
的
性
質
の
典
型
は
、
主
語
や
補
語
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
格
助
詞
「
が
」
や
「
を
」
が
後
接
す
る
用
例
を
対
象
と
し
た
。
な
お
、「‐
の
」
の
形
は
、
後
続
の
体
言
の
属
性
を
示
す
な
ら
形
容
詞
（
ノ
形
容
詞
）
で
あ
り
、
後
続
の
体
言
と
の
関
係
を
示
す
な
ら
名
詞
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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「‐
が
」
形
式
主
格
を
示
す
格
助
詞
「
が
」
が
後
接
す
る
（
以
降
「‐
が
」
形
式
と
す
る
）
用
例
の
み
扱
う
。「
私
は
答
え
が
わ
か
る
」
の
よ
う
な
対
象
を
示
す
例
は
除
く
。
「
最
高
が
」「
最
低
が
」
・
そ
れ
で
も
、
こ
の
一
年
間
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
日
は
な
く
、
最
高
が
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
・
今
日
の
気
温
は
最
低
が
５
．
０
度
、
最
高
が
十
八
．
〇
度
、
昨
夜
十
一
時
頃
は
深
い
霧
だ
っ
た
の
で
す
が
・
今
ま
で
の
経
験
か
ら
い
う
と
南
下
す
る
ほ
ど
ま
ず
く
、
最
低
が
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
で
あ
っ
た
。
「
最
大
が
」「
最
小
が
」
・
東
京
で
の
月
の
南
中
は
二
十
三
時
四
十
七
分
で
、
月
食
の
最
大
が
二
十
三
時
十
二
．
三
分
で
す
か
ら
、
・
金
利
変
動
は
最
大
が
十
一
％
、最
小
５
％
と
な
る
よ
う
な
正
弦
波
と
す
る
。
「
最
新
が
」
・
最
新
が
最
良
か
？
「
最
長
が
」
・
角
も
最
長
が
十
一
セ
ン
チ
、
し
か
も
メ
ス
に
は
は
え
ず
、
有
力
な
武
器
に
は
な
ら
な
い
。
「
最
悪
が
」
・
さ
さ
い
な
こ
と
で
「
サ
イ
ア
ク
〜
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
人
は
毎
日
最
悪
が
更
新
さ
れ
て
い
る
事
に
気
づ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「‐
が
」
形
式
の
用
例
は
全
体
的
に
数
が
少
な
く
、「
最
古
」「
最
強
」「
最
弱
」「
最
良
」「
最
善
」
の
用
例
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
対
象
と
し
た
語
は
、
典
型
的
な
名
詞
と
は
異
な
る
統
語
的
・
意
味
的
特
徴
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。「‐
の
」
の
形
を
と
る
用
例
数
は
多
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
属
性
を
示
す
形
容
動
詞
（
形
容
詞
）
と
し
て
の
用
法
で
あ
り
、
名
詞
と
し
て
の
用
法
で
は
な
い
。
個
別
の
語
に
つ
い
て
み
る
と
、「
最
高
が
」
は
、
気
温
に
関
す
る
用
例
が
全
体
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
「‐
を
」
形
式
格
助
詞
「
を
」
は
、
主
に
動
作
・
行
為
の
対
象
を
示
す
。
今
回
の
調
査
で
、
格
助
詞
「
を
」
が
後
接
す
る
（
以
降
「‐
を
」
形
式
と
す
る
）
の
は
「
過
去
最
高
」「
史
上
最
高
」
の
よ
う
な
複
合
語
と
な
る
場
合
が
多
か
っ
た
。「
過
去
最
高
」
の
「
最
高
」
は
、
複
合
語
の
語
基
で
あ
り
、
単
語
で
は
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
も
の
は
用
例
と
し
て
数
え
な
い
。
「
最
古
」「
最
弱
」「
最
短
」
は
「‐
を
」
形
式
の
用
例
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
最
高
」「
最
低
」「
最
大
」「
最
善
」
以
外
は
、
用
例
数
が
少
な
か
っ
た
。
「
最
高
を
」「
最
低
を
」
・
経
常
利
益
は
来
年
三
月
期
、
一
兆
円
を
大
幅
に
上
回
っ
て
最
高
を
更
新
す
る
の
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
・
本
当
に
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
―
興
味
を
持
ち
、
最
高
を
求
め
、
他
者
を
一
番
に
考
え
、
目
と
心
で
聞
き
、
共
に
過
ご
し
、
心
を
開
き
、
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・
シ
グ
ナ
ル
・
ホ
イ
ッ
プ
（
合
図
用
ム
チ
）
の
長
さ
は
最
低
を
１
ｍ
か
ら
と
し
て
、
レ
ー
ス
運
営
団
体
で
制
限
し
て
も
よ
い
。
「
最
大
を
」
・
日
本
籍
の
客
船
で
最
大
を
誇
る
豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」。
「
最
善
を
」「
最
悪
を
」
・
安
全
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
す
べ
き
製
造
業
の
責
任
者
の
不
正
行
為
は
極
め
て
遺
憾
だ
。
・
昭
和
四
十
七
年
に
統
計
を
取
り
始
め
て
以
降
の
最
悪
を
記
録
し
た
。
「‐
を
」
形
式
の
用
例
は
、「‐
を
記
録
す
る
」「‐
を
更
新
す
る
」「‐
を
達
成
す
る
」「‐
を
誇
る
」
等
、
決
ま
っ
た
語
を
伴
う
も
の
が
多
数
を
占
め
た
。「
最
高
を
求
め
」
の
よ
う
な
、
そ
れ
以
外
の
用
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
海
外
作
品
の
翻
訳
で
あ
っ
た
。ま
た
、「
最
善
を
」
は
、後
続
の
動
詞
が
「（
最
善
を
）
尽
く
す
」
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た
語
に
つ
い
て
は
、
名
詞
と
し
て
の
用
法
は
限
定
的
な
場
合
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
２
．
４
．
副
詞
的
用
法
副
詞
と
し
て
の
用
法
（
以
降
、
副
詞
的
用
法
と
呼
ぶ
）
と
は
、「
最
高
に
」
の
よ
う
な
「‐
に
」
の
形
を
と
る
の
で
は
な
く
、「
最
高
」
の
み
の
形
で
連
用
修
飾
す
る
用
法
で
あ
る
。
な
お
、
副
詞
と
さ
れ
る
語
に
は
「
特
に
」
の
よ
う
に
「‐
に
」
の
形
を
と
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
論
で
扱
う
語
の
場
合
、
形
容
動
詞
（
形
容
詞
）
と
し
て
属
性
を
示
す
「‐
な
」
や
「‐
の
」
の
形
を
も
つ
た
め
、「‐
に
」
の
形
は
形
容
動
詞
の
用
法
と
し
て
扱
う
。
「
最
高
」「
最
低
」
・
最
高
、
何
時
ま
で
小
学
校
に
い
た
こ
と
あ
る
？
・
最
低
、
対
人
保
険
と
対
物
保
険
は
入
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
「
最
長
」
・
申
告
期
限
は
、
最
長
、
原
則
２
カ
月
、
特
例
２
カ
月
の
計
４
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
・
長
く
て
、
数
時
間
。
最
長
、
二
、
三
日
。
「
最
悪
」
・
逆
に
切
れ
味
の
悪
い
包
丁
で
は
、
ど
う
し
て
も
無
駄
な
力
が
入
り
、
最
悪
、
手
元
が
狂
っ
た
り
す
る
。
・
最
悪
、
引
き
分
け
で
も
い
い
か
な
ぁ
。
「
最
低
」
は
「
最
低
限
度
で
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
っ
た
。「
最
悪
」
は
「
最
悪
の
場
合
で
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
副
詞
的
用
法
の
意
味
は
、「‐
に
」
形
式
の
場
合
の
意
味
と
異
な
っ
て
い（
１０
）る。「‐
に
」
形
式
の
例
で
み
た
、「
今
最
悪
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
て
」
は
「
程
度
と
し
て
最
も
悪
い
段
階
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
て
」
の
意
味
に
な
る
が
、「
最
悪
、
引
き
分
け
で
も
い
い
」
は
、「
一
番
良
い
場
合
よ
り
は
一
段
（
数
段
）
下
が
る
場
合
、
引
き
分
け
で
も
い
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
ま
た
、「
最
高
に
う
れ
し
い
」
は
、
ど
の
く
ら
い
う
れ
し
い
の
か
程
度
を
表
し
て
い
る
が
、「
最
高
、何
時
ま
で
小
学
校
に
い
た
こ
と
あ
る
？
」
は
、「
最
も
程
度
が
高
い
場
合
、
何
時
ま
で
小
学
校
に
い
た
こ
と
あ
る
？
」
の
意
味
に
な
る
。「
最
低
」
も
同
様
で
あ
る
。
「‐
に
」
形
式
と
副
詞
的
用
法
を
も
つ
「
相
当
」
は
、「
相
当
に
難
し
い
」
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「
相
当
難
し
い
」
の
ど
ち
ら
の
例
も
同
じ
意
味
で
あ
り
、「
大
変
」
も
「
大
変
に
美
し
い
」「
大
変
美
し
い
」
と
同
様
で
あ
る
。こ
れ
と
比
較
す
る
と
、「
最
高
」「
最
低
」「
最
悪
」
が
「‐
に
」
形
式
と
副
詞
的
用
法
に
お
い
て
意
味
が
異
な
る
と
い
う
点
は
注
目
に
値
す
る
。
２
．
５
．
述
定
用
法
「‐
だ
。」「‐
で
す
。」
の
よ
う
に
述
語
に
な
る
用
法
（
以
降
、
述
定
用
法
と
呼
ぶ
）
は
、
す
べ
て
の
語
で
用
例
が
見
ら
れ
た
。
・
僕
は
何
度
「
こ
り
ゃ
あ
、
最
高
だ
な
…
」
と
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
・
も
う
会
え
た
ら
最
高
。
・
綾
子
、
あ
ん
た
最
低
だ
・「
も
ー
ッ
、
最
低
！
」
由
紀
は
怒
っ
て
み
せ
た
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
・
少
女
の
口
か
ら
、
黒
川
丈
の
名
前
が
出
る
。
最
悪
だ
、
と
丈
は
思
っ
た
。
・「
あ
っ
。
そ
う
か
！
最
悪
！
」
愕
然
と
し
た
レ
イ
ア
ー
ド
が
頭
を
か
か
え
た
。
「
最
高
だ
」「
最
低
だ
」「
最
悪
だ
」
は
、
表
出
者
の
感
情
や
、
評
価
の
表
出
と
な
る
場
合
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
語
は
、
下
に
「
だ
」
の
つ
か
な
い
、
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
の
語
幹
の
用（
１１
）法も
多
く
み
ら
れ
た
。
３
．
単
語
を
基
準
と
し
て
こ
れ
ま
で
形
式
ご
と
に
用
例
を
取
り
上
げ
、
分
析
し
て
き
た
が
、
本
節
で
は
、
各
語
を
基
準
と
し
て
対
義
語
ご
と
に
整
理
し
、
さ
ら
に
考
察
を
加
え
る
。
今
回
の
調
査
で
対
象
と
し
た
形
式
は
「‐
な
」「‐
の
」「‐
に
」「‐
が
」
「‐
を
」
の
各
形
式
と
副
詞
的
用
法
、
述
定
用
法
で
あ
る
。
「
最
高
」「
最
低
」
「
最
高
」
も
「
最
低
」
も
す
べ
て
の
形
式
の
用
例
が
あ
る
が
、「
最
低
に
」
の
用
例
は
１
例
し
か
な
か
っ
た
。
「
最
大
」「
最
小
」
副
詞
的
用
法
は
、「
最
大
」
が
１
例
、「
最
小
」
の
用
例
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。そ
の
他
の
形
式
は
「
最
大
」「
最
小
」
と
も
に
用
例
が
み
ら
れ
た
が
、「‐
な
」「‐
が
」「‐
を
」
の
用
例
数
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
最
小
を
」
は
１
例
で
、「
最
小
に
」
は
後
続
の
動
詞
が
「（
最
小
に
）
抑
え
る
」
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
最
大
」「
最
小
」
は
連
体
修
飾
す
る
際
「‐
の
」
の
形
を
と
る
、
ノ
形
容
詞
の
形
式
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、「
最
大
」
に
比
べ
て
「
最
小
」
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
の
用
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
「
最
新
」「
最
古
」
「
最
新
」「
最
古
」
は
「‐
の
」
以
外
の
形
式
が
少
な
く
、「
最
新
な
」
が
２
例
、「
最
新
が
」
が
２
例
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
最
新
」「
最
古
」
は
、「‐
の
」
の
形
で
連
体
修
飾
す
る
用
法
を
中
心
と
す
る
ノ
形
容
詞
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
最
強
」「
最
弱
」
「
最
弱
」
は
今
回
の
調
査
の
対
象
と
し
て
は
用
例
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
調
査
対
象
と
は
異
な
る
形
式
だ
が
、
以
下
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
・
現
在
は
東
ア
ジ
ア
選
手
権
の
４
チ
ー
ム
で
は
最
弱
で
す
よ
ね
？
文
句
な
し
に
最
弱
で
し
ょ
う
。
「
最
強
」「
最
弱
」
は
、
対
義
語
で
は
あ
る
が
、
圧
倒
的
に
「
最
強
」
の
ほ
う
が
多
く
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、そ
の
用
法
は
ノ
形
容
詞
型
で
あ
る
。
ま
た
、「
最
強
」
は
「
最
強
に
」
の
形
で
、
程
度
が
甚
だ
し
い
と
い
う
意
味
を
表
す
ユ
ニ
ー
ク
な
用
例
も
み
ら
れ
た
。
「
最
長
」「
最
短
」
「
最
長
」「
最
短
」
は
、「
最
新
」「
最
古
」
と
同
様
に
「‐
の
」
以
外
の
形
式
が
少
な
く
、「
最
長
が
」
３
例
、「
最
長
を
」
２
例
、「
最
長
、」（
副
詞
的
用
法
）
３
例
、「
最
短
な
」
１
例
、「
最
短
が
」
１
例
の
み
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
最
長
」「
最
短
」
は
、「
最
新
」「
最
古
」
の
よ
う
に
、「‐
の
」
の
形
で
連
体
修
飾
す
る
用
法
を
中
心
と
す
る
ノ
形
容
詞
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
最
長
」
に
副
詞
的
用
法
が
み
ら
れ
る
の
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
「
最
良
」「
最
悪
」「
最
善
」
３
語
と
も
、「‐
の
」
の
形
式
が
多
く
用
い
ら
れ
る
点
は
、
他
の
語
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
は
、「
最
良
」
は
、「‐
に
」「‐
を
」
の
用
例
が
１
例
ず
つ
あ
る
こ
と
の
他
に
、「‐
な
」
の
形
式
が
数
例
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。「‐
の
」
形
式
の
ほ
う
が
、「‐
な
」
形
式
よ
り
圧
倒
的
に
多
く
は
あ
る
が
、
他
の
１
、
２
例
し
か
な
い
用
法
と
比
べ
る
と
、「‐
な
」
形
式
も
許
容
さ
れ
る
用
法
と
み
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
最
良
」
は
、
連
体
修
飾
の
際
に
「‐
の
」
と
「‐
な
」
の
両
形
を
と
る
こ
と
を
中
心
的
な
用
法
と
す
る
形
容
詞
（
形
容
動
詞
）
と
考
え
ら
れ
る
。
「
最
善
」
は
、「‐
の
」
形
式
の
他
に
は
、「‐
な
」
が
２
例
、「‐
に
」
が
３
例
み
ら
れ
た
他
に
、「‐
を
」
形
式
の
用
例
が
多
数
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「‐
を
」
形
式
は
、
後
続
の
動
詞
が
ほ
ぼ
す
べ
て
「（
最
善
を
）
尽
く
す
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
慣
用
句
の
よ
う
な
決
ま
っ
た
言
い
方
で
あ
り
、
統
語
的
に
は
例
外
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
最
善
」
は
、「‐
の
」
形
式
の
用
法
を
中
心
と
す
る
ノ
形
容
詞
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
最
悪
」
は
、
他
の
「
最
良
」「
最
善
」
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
。「‐
の
」
形
式
の
他
に
、「‐
な
」「‐
、（
副
詞
的
用
法
）」
形
式
の
例
が
多
数
あ
り
、
「‐
に
」
が
３
例
、「‐
が
」
が
２
例
、「‐
を
」
が
１
例
み
ら
れ
た
。
「
最
悪
の
」
は
、
後
続
の
語
と
し
て
「
場
合
」「
事
態
」「
状
態
」
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、「
最
悪
な
」
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
「
最
悪
」
の
副
詞
的
用
法
は
、「
最
高
」
と
同
様
に
「‐
に
」
の
用
法
と
は
意
味
が
異
な
る
。
副
詞
的
用
法
の
用
例
が
多
数
み
ら
れ
た
「
最
高
」「
最
低
」「
最
悪
」
に
共
通
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「‐
な
」
形
式
も
多
数
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
４
．
ま
と
め
「‐
の
」
の
形
を
と
っ
て
、
後
続
の
体
言
の
属
性
を
示
す
語
を
「
ノ
形
容
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詞
（
第
三
形
容
詞
）」
と
し
、
形
容
動
詞
（
ナ
形
容
詞
）
や
狭
義
の
形
容
詞
（
イ
形
容
詞
）
と
ま
と
め
て
、
広
義
の
形
容
詞
と
す
る
考
え
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
、
約
１
億
語
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
な
る
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
調
査
を
行
い
、
考
察
を
加
え
た
。
調
査
対
象
と
し
た
の
は
、「
最‐
」
の
形
を
と
る
二
字
漢
語
で
、
対
義
関
係
に
あ
る
「
最
高
・
最
低
」「
最
大
・
最
小
」「
最
新
・
最
古
」「
最
長
・
最
短
」「
最
良
・
最
悪
・
最
善
」
で
あ
る
。
連
体
修
飾
や
連
用
修
飾
、
格
助
詞
が
後
接
す
る
場
合
等
、
様
々
な
形
式
を
と
る
中
で
、
あ
る
語
が
、
一
つ
の
品
詞
の
典
型
的
な
形
式
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
品
詞
の
形
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
現
象
を
踏
ま
え
、
コ
ー
パ
ス
の
用
例
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
「
最‐
」
の
形
を
と
る
語
で
あ
っ
て
も
、
実
に
様
々
な
形
式
を
と
る
こ
と
が
あ
り
、
単
純
な
法
則
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
例
え
ば
「
最
高
」
は
、「‐
な
」
の
形
で
連
体
修
飾
し
、「‐
に
」
の
形
で
連
用
修
飾
す
る
と
い
う
典
型
的
な
形
容
動
詞
の
形
式
と
、「‐
の
」
の
形
で
連
体
修
飾
す
る
と
い
う
ノ
形
容
詞
の
形
式
の
ど
ち
ら
も
多
数
み
ら
れ
、
格
助
詞
「
が
」「
を
」
が
後
接
し
て
文
の
主
語
や
補
語
と
な
る
と
い
う
典
型
的
な
名
詞
の
用
法
の
例
も
多
く
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
最
高
」
の
み
の
形
で
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
副
詞
的
用
法
の
例
も
多
く
み
ら
れ
た
。
一
方
「
最
弱
」
は
、
他
の
面
で
は
「
最
強
」
と
同
様
だ
が
、「‐
に
」
形
式
の
用
例
が
１
例
の
み
で
あ
り
、用
い
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
用
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
、「
最
強
に
」
の
ユ
ニ
ー
ク
な
用
例
と
し
て
、
ほ
ぼ
「
非
常
に
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
も
み
ら
れ
た
。
「
最
新
」「
最
古
」
等
は
、「‐
の
」
形
式
を
と
る
こ
と
が
多
く
、
他
の
用
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、「
最
高
」「
最
弱
」
と
は
統
語
的
特
徴
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
対
義
語
同
士
は
同
じ
形
式
を
と
る
と
も
限
ら
な
い
。「
最
良
」「
最
悪
」「
最
善
」
は
、
対
義
関
係
に
あ
る
が
、
そ
の
統
語
的
特
徴
は
異
な
っ
て
い
た
。
「
最
悪
」
は
「
最
高
」「
最
低
」
と
似
た
特
徴
を
も
ち
、
こ
れ
ら
の
語
は
「
最
悪
に
」
の
形
で
連
用
修
飾
す
る
場
合
と
「
最
悪
」
の
よ
う
に
副
詞
的
に
連
用
修
飾
す
る
場
合
で
は
、
意
味
が
異
な
っ
て
い
た
。「
最
高
に
う
れ
し
い
」
の
「
最
高
に
」
と
、「
最
高
、
何
時
ま
で
小
学
校
に
い
た
こ
と
あ
る
？
」
の
「
最
高
」
は
、
そ
の
意
味
が
異
な
る
。
こ
れ
は
「
相
当
に
難
し
い
」「
相
当
難
し
い
」
や
「
大
変
に
美
し
い
」「
大
変
美
し
い
」
の
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
形
で
も
意
味
が
変
わ
ら
な
い
語
が
多
い
中
で
、
注
目
す
べ
き
特
徴
で
あ
り
、
「
最
高
」「
最
低
」「
最
悪
」
の
副
詞
的
用
法
は
今
後
さ
ら
に
詳
細
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、「
最
高
」「
最
低
」「
最
悪
」
は
、「‐
な
」
の
形
の
用
例
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
語
で
は
、「‐
な
」
形
式
の
ほ
う
が
「‐
の
」
形
式
よ
り
、
感
情
的
・
評
価
的
な
意
味
合
い
が
強
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
さ
ら
に
別
の
語
を
対
象
に
す
る
こ
と
や
、
複
合
動
詞
の
語
基
を
対
象
に
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
調
査
を
広
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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注
（
１
）
松
本
悠
哉
「
語
幹
に
格
助
詞
を
伴
う
形
容
動
詞
の
用
法
に
つ
い
て
」
『
東
京
大
学
言
語
学
論
集
』
３８
、
二
〇
一
七
年
（
２
）
村
木
新
次
郎
「
漢
語
の
品
詞
性
を
問
う
」『
日
本
語
の
品
詞
体
系
と
そ
の
周
辺
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
二
年
（
３
）
野
村
雅
昭
「
品
詞
性
に
よ
る
字
音
複
合
語
基
の
分
類
」『
現
代
日
本
漢
語
の
探
究
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
三
年
（
４
）
「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
）」（
中
納
言
）、
国
立
国
語
研
究
所
。
本
論
で
先
頭
に
「
・
」
付
き
で
示
す
用
例
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。
サ
ン
プ
ル
数
、
約
１
億
語
。
な
お
、
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
の
サ
ン
プ
ル
に
は
翻
訳
小
説
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「Y
ahoo!
知
恵
袋
」
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
本
論
で
は
、
用
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
を
、
そ
の
語
の
正
し
い
用
い
方
で
あ
る
と
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
コ
ー
パ
ス
に
み
ら
れ
た
用
例
と
し
て
分
析
の
対
象
と
し
て
い
る
。
（
５
）
松
村
明
編
『
大
辞
林
』
第
三
版
、
三
省
堂
、
二
〇
〇
六
年
（
６
）
村
木
新
次
郎
「
日
本
語
品
詞
体
系
の
み
な
お
し
―
形
式
重
視
の
文
法
か
ら
意
味
・
機
能
重
視
の
文
法
へ
―
」『
日
本
語
の
品
詞
体
系
と
そ
の
周
辺
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
二
年
（
７
）
沖
森
卓
也
「
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
を
め
ぐ
っ
て
」（『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
１３
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
に
よ
る
。
（
８
）
町
田
亙
「
形
容
詞
の
品
詞
性
に
つ
い
て
―
ナ
形
容
詞
、
第
三
形
容
詞
、
第
四
形
容
詞
と
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
１００
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）
で
は
、
ノ
形
容
詞
（
第
三
形
容
詞
）
を
含
め
、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
や
そ
の
周
辺
の
品
詞
と
の
統
語
的
・
意
味
的
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
（
９
）
注
７
に
同
じ
。
（
１０
）
藪
崎
淳
子
氏
の
「「
最
悪
」
考
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
文
学
・
文
化
編
』
５１
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
で
は
、「
最
悪
」
の
一
語
に
焦
点
を
当
て
、こ
の
よ
う
な
用
法
を
「
単
独
用
法
」
と
し
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
（
１１
）
町
田
亙
「
形
容
動
詞
の
諸
問
題
」（『
品
詞
別
学
校
文
法
講
座
第
三
巻
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
で
触
れ
た
。
（
ま
ち
だ
わ
た
る
拓
殖
大
学
講
師
）
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